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平成29年度　決算報告
一般会計・特別会計および基金現在高・市債残高を報告します

特集２

歳 入 総 額 203億6,704万円
（対前年度比　▲6.7%　▲14億6,054万円）

歳 出 総 額 197億     64万円
（対前年度比　▲7.2%　▲15億2,320万円）

　平成29年度市の一般会計・特別会計を報告します。納められ
た税金や、国・県からの補助金などがどのように使われたのか
をお知らせします。

一般会計

歳入

　歳入・歳出ともに減額

　歳入決算額は、前年度から市税や国庫支出金、諸収
入が減少し、前年度と比較して6.7%減の203億6,704
万円となりました。平成29年度も普通交付税の不交
付団体となり、普通交付税は交付されませんでした。
　歳出決算額は、土木費、教育費などが減少したため
前年度と比較して7.2%減の197億64万円となりまし
た。

自
主
財
源（
67・７
％
）

依
存
財
源（
32・３
％
）

市税（51.0%） 	  103億8,495万円
市民の皆さんや会社などの法人が納めた税金

諸収入（5.0%） 	  10億2,315万円
延滞金、預金利子、雑入、貸付収入など

繰入金（4.9%） 	  9億9,190万円
基金の繰入金など

繰越金（1.6%） 	   3億3,374万円
前年度の剰余金

その他（5.2%） 	  10億5,990万円
分担金と負担金、使用料と手数料、財産収入、寄付金など

国庫支出金（12.2%） 	   24億8,239万円
事業を行うために国から交付される補助金など

市債（7.1%） 	  14億5,110万円
事業を行うために借り入れたお金

県支出金（4.8%） 	   9億7,791万円
事業を行うために県から交付される補助金など

その他（8.2%） 	  16億6,200万円
地方交付税、地方消費税交付金、地方譲与税、利子割交付金など
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特集２

平成29年度　決算報告
財政課

995-1801

一般会計歳入・歳出決算の推移
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※平成21・27年度は、定額給付金・地方創生関連事業など国
の施策が実施されたため、歳入・歳出が増となりました。

　厳しい財政状況
　～基金残高の減少や市債残高の増加～

　市では、行政サービスの水準が急激に低下すること
がないように、基金の取り崩しや市債発行による借入
で収入不足を補っています。その結果、歳入決算が歳
出決算を上回ることになります。
　歳入の根幹である市税収入は、平成19年度の136
億6,177万円をピークに減少傾向で推移しています。
近年は基金残高の減少や市債残高の増加など厳しい状
況です。持続可能な行財政運営のために事業の見直し
など健全運営を図ります。

民生費（28.2%） 	  55億6,419万円
障がい者や高齢者の福祉サービス、保育園、子育て支援、生活保護にか
かったお金

土木費（13.2%） 	  26億　622万円
道路、河川、公園の整備などにかかったお金

教育費（12.6%） 	  24億9,176万円
幼稚園や小・中学校、社会教育やスポーツなどにかかったお金

衛生費（12.1%） 	  23億7,761万円
市民の病気予防や美化センターの管理などにかかったお金

総務費（12.0%） 	  23億6,832万円
庁舎や財産の管理、税金の徴収、戸籍事務、選挙などにかかったお金

公債費（9.7%） 	  19億　870万円
事業を行うために借り入れたお金の返済金

その他（12.2%） 	  23億8,384万円
消防費、農林水産業費、労働費、商工費、議会費など
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平成29年度　決算報告

特集２

　市民１人あたりの貯金額は16万円

　基金は、家計に例えると貯金にあたるものです。そ
れぞれの目的のために積み立てた総額は84億2,890万
円で、市民１人あたり16万円の貯金額となります。

　市債残高は193億1,998万円

　市債は、家計に例えると借金にあたるもの
です。市債残高は193億1,998万円になりま
す。事業年度に市民の皆さんに大きな負担に
ならないよう、公債費で長期にわたって計画
的に返済します。

基金現在高／市の預金残高。財源に余裕があるとき
などに積立、不足するときなどに取り崩します。

財政調整基金／急激な税収の落ち込みや、思わぬ支
出の増加などに備えるための基金。年度間の財源
の不均衡を調整します。

都市施設建設基金／都市基盤の整備や公共施設の老
朽化に対応するための基金。更新・長寿命化の財

源として活用します。
学校教育施設整備基金／小・中学校施設の地震改築

工事などに備えるための基金
主要３基金／財政調整基金・都市施設建設基金・学

校教育施設整備基金
地方債残高／市の借金残高。国や銀行などから借入

しています。

基金現在高
平成29年度 平成28年度

基金現在高 84億2,890万円 89億6,187万円

内
訳

財政調整基金 48億1,019万円 53億7,618万円

都市施設建設基金 20億6,154万円 21億1,306万円

学校教育施設整備基金 7 億3,160万円 6億9,740万円

他13基金 8億2,557万円 7億7,523万円

特別会計項目 歳入 対前年度比 歳出 対前年度比
国民健康保険特別会計 57億  160万円 ▲3.4% 52億6,337万円 ▲5.5%

後期高齢者医療事業特別会計 5億  719万円 5.7% 5 億　171万円 5.2%
介護保険特別会計 33億5,949万円 5.1% 32億2,022万円 7.1%
土地取得特別会計 30万円 ▲67.4% 30万円 ▲67.4%

十里木高原簡易水道特別会計 4,306万円 ▲13.3% 4,306万円 ▲13.3%
下水道事業特別会計 10億3,870万円 ▲9.4% 10億3,870万円 ▲9.4%
墓地事業特別会計 4,767万円 2.7% 4,463万円 2.5%
合　　　　計 106億9,801万円 ▲1.2% 101億1,199万円 ▲1.7%

※水道事業会計は８ページに掲載しています。

主要３基金の残高・取崩額推移 
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地方債残高・地方債発行額・公債費の推移
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